
 

 

 

 

 

言葉の大切さ 

校長  𦚰 輝美   

 

  新１年生１４名を迎え、全校児童８０名でスタートした令和５年度。初々しかった若葉はたちまち茂りを

濃くし、緑となって湧き上がっています。夏に向かうスピードの速さに驚いています。 

  さて、６月に入り、プールでの学習も始まっていますが、「校内読書月間」や「校内人権旬間」の取組も

進み、校内にはその学びの足跡が掲示されています。 

 『「ありがとう」っていわれると こころがうれしくなるよ（１年生）』 

 『「いいよ」といったら なかよくできたよ（1年生）』 

 『ともだちの きもちを かんがえてみようかな（２年生）』 
  低学年の児童でも、一人一人がしっかりと自分と向き合い振り返りながら、思ったことや感じたこと、

考えたことを文字に表して伝えています。また、みんなとの学びを通して、言われると温かい気持ちに

なる言葉や言った自分もいい気持ちになる言葉を出し合うと、「おはよう」「いっしょにあそぼう」「あり

がとう」「いいね」等々、多くの言葉を見つけます。このように、わたしたちの日常には、言葉が溢れてい

ます。そして、言葉を介して学びを深めていきます。 
 学校生活の中には、言葉を介した様々な学びの場があります。授業中は、お互いに聞いたり、質問し

たり、説明したり、教えたりします。時には、意見が分かれたり議論したりもします。また、日常の挨拶は

もちろんのこと、一緒に遊んだり活動したりしながら、お互いに喜び合ったり、励まし合ったり、それぞ

れの喜怒哀楽の思いを言葉にして伝えています。さらに、どんな言い方がよいのか、あるいはよかった

のかも考えます。そういう言葉のやり取りを通して、お互いの理解を深めながら、日々学び、育っている

子供たちです。 
 「言葉は口から出るものではなく、心から出るものだ」と言われます。つまり、言葉はその人の心の表

現ということです。言葉は、そのときの心の有り様で、相手に喜びや感動、勇気を与えることもできま

す。しかし、一方では、相手を傷付けたり、悲しませたりもします。まさに諸刃の剣です。だからこそ、子

供の心を育てるには、子供の最も身近な存在である人の言葉の遣い方（言語環境）がとても大切になっ

てきます。わたしたち大人は、このことをいつも心に置きながら子供と向き合い、心の礼法を幼いとき

からしっかりと身に付けさせたいものです。６月の校内人権旬間を終えて、改めて語る言葉の重さと大

切さを思います。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

わくわくいっぱい よいこの副田校  ～ わくわく(楽しい) 知恵がわく  力がわく  勇気がわく  夢や希望がわく ～ 

 

 

薩摩川内市立副田小学校 

学校だより  6月号 

 

 

6月号 

『子どもが育つ魔法の言葉』 （ドロシー・ロー・ノルト） より 一部抜粋して紹介します。 

誉めてあげれば、子どもは、明るい子に育つ 

愛してあげれば、子どもは、人を愛することを学ぶ       

認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる 

見つめてあげれば、子どもは、頑張り屋になる 

分かち合うことを教えれば、子どもは、思いやりを学ぶ 

 

 



 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副田小のわくわく広場 フォトニュース    

 

 

 

【７月の主な行事予定】 

 7月 ３～8日 学力向上強調週間 

６日（木） 水泳フェスティバル 

 すこやか会議 学級 PTA  

８日（土） 土曜授業日 

１２日（水） 租税教室（６年） 

１３日（木） がん教育（6年） 

１７日（月） 海の日 

２０日（木） 第１学期終業式 

 

21日（金）～夏休み～ 

２２日（土） 副田っ子学寮 

２４～２８日 教育相談 

                                            

 

 

 合同修学旅行（6/7～8） 
 
「『気付き、考え、実行する』修学

旅行」をテーマに、６年生が入来小と

合同で熊本へ修学旅行に行ってきま

した。二日目は、あいにくの雨に見舞

われましたが、友達や先生との一泊

二日のふれ合いを通して、大いに学

び、楽しみ、思い出に残る修学旅行と

なりました。
 

 

 

 

読み聞かせを楽しんだ 6月 

 ６月は読書月間でした。図書委員

会で企画した「読み聞かせ」や「し

おり作り」のおたのしみも大盛況。 

読み聞かせは、みんな大好きで、

お話の世界にどっぷり浸ります。 

 

 

甑アイランドウォッチング （5/31） 

 天候が心配されましたが、入来小

と合同で４年生が甑島に行ってきま

した。甑大橋を渡り、甑島の自然に大

いに感動しながら学んできました。

大変有意義な一日となりました。 

 

 

綱引き競技大会 （6/2） 

 市小学校綱引き競技大会がサンア

リーナで開催されました。今年も、

６年生（１５名）が練習に励み、本

番ではその成果を大いに発揮して、

懸命に力強く綱を引き合いました。 

 グリーンタイム （6/14） 

学級園に夏の花の苗を植えまし

た。サルビア、マリーゴールド、百日

草、ひまわり、センニチコウなど、こ

れからの夏本番に向けて元気に育っ

てほしいと願い込め、全員で一本一

本丁寧に植え付けました。 

 

 歯科指導 （6/15） 

歯の健康の大切さや正しい歯磨き

の仕方等について４年生と６年生が

歯科校医の瀬口先生に学びました。 

 むし歯にならないように気をつけ

て、今年もむし歯治療率 100％を目

指します。（R4年度達成率 87.5％） 

 

 

〈受賞のお知らせ〉 

【「歯と口の健康週間」 

図画ポスターコンクール 

（さつま町）】 

準佳作 

 1年  髙田 結愛   ４年  町田 絢萌 

 6年  東郷 彩愛 

 

【「歯と口の健康週間」図画ポスター作品 

               （薩摩川内市）】 

銀賞 

1年  大水流 寛陸   ４年 末永 喜笑 

 5年  堀之内 夢玲  6年 岩下 朝陽 

 

 

 

 


